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【会場】小金非宮チ也楽器ホール・咽ヽホール
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」R武蔵小金井駅南口駅前

【料金】一般1,500閣 学生1,000閣

【チケット】Peatix又 は宮地楽器ホールにて販売
※当日券少数のため、事前購入をお勧めします

登壇 山本大貴さん
総合監督/recOrd l.5共同代表

チケ ッ ト

(Peatix)
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19:00ハΨ21:30
※18:45開 場

主催 :「気候危機が叫ぶ」上映する会  協力 :チ ェンジ東京 !小金井の会  問合せ :TEL 042‐ 308‐ 2618
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一 国際会議を支えていたのは

光の当たらない市民だつた一

ゼラ:弗 ム・エル・シェイクにて、2022年 11月 6日 から約2週間かけて行われた、国連気候変

国会議 (通称、COP27)と それを取 り巻 く出来事をまとめた。撮影が許された

ラを回し、報道されず普段注目を浴びない人々の声の記録となっている。

また、リデート地での開催がゆえに市民が参加できず、なおかつエジプト政府からの社会運動や人権への

弾圧により、COP27が 開始してすぐの段階では、アク>ィ ビス トたちも恐る恐る声を挙げる姿が見られ

た。

次に拘束されるのは私かもしれない。しかし、私たちがその地で参加することには意味がある。

限られたエリアのみデモンス トレーションやス トライキなどのアクションが許され、徐々に各々の

「声」を発し始めた「市民 the people」 。

会場内では特定の人物、団体、国などを批判することが国連の規則で禁止されながらも、彼らは何を、誰

に伝えたかったのか。COPの 外側を今、ここで、 ドキュメンケリーという形で記録する。このドキュメン

ケリーを通して、これまで聞くことのなかった声から気候危機の「危機感Jや多様な叫びを知ってほし

い。そして、日本のメディアではほとんど発信されないCOPの現場の空気感を何度でも感じてほしい。

一 The peopte united witi never be defeated:

団結した市民は決して屈しない :
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[COP27ド キュメンタリー]
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【作品名】「COP27ド キュメンタリー気候危機が叫お Recording The People VoiceJ

【作成/著作】気候危機を記憶する発信型ムーブメントreCOrd 1 5

総合監督 :中村 涼夏 山本大貴
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